
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３１５

基盤研究(C)（一般）

2016～2014

遺稿調査にもとづくジャック・デリダの脱構築思想の生成史の解明

The elucidation of the formation of the deconstructive thought of Jacques 
Derrida based on the research of his posthumous manuscripts

８０４６９０９８研究者番号：

亀井　大輔（KAMEI, Daisuke）

立命館大学・文学部・准教授

研究期間：

２６３７００３７

平成 年 月 日現在２９   ６ １５

円     3,800,000

研究成果の概要（和文）：フランスの脱構築の哲学者ジャック・デリダの思想の生成過程を解明するため、アメ
リカでの遺稿調査、著作や死後に刊行された講義録の翻訳、国内外での会議参加や研究者招聘による研究者間の
活発な交流、論集や特集号への論考の寄稿をおこなった。とりわけ期間中の２０１４年はデリダ没後１０年にあ
たったため、『思想』や『現代思想』でのデリダ特集や、東京でのデリダ・シンポジウムの企画に積極的に参加
し、その後も継続的な成果発表をおこなった。

研究成果の概要（英文）：In order to elucidate the process of formation of the thought of Jacques 
Derrida, who is a French philosopher known for the thought of "deconstruction," we did several 
research activities as below during the period: research of his posthumous manuscripts in the US, 
translation of his books and his seminars into Japanese, active exchanges between researchers by 
participation in the meetings at home and abroad and by invitation of foreign researchers, 
contribution to the collection of essays and special issue of journals, and so on. Especially in 
2014, 10th anniversary of Derrida's death, we actively participated in the projects of special 
issues of Derrida in "Shiso" and "Gendaishiso", and of the symposium of Derrida in Tokyo, and in 
subsequent years we continuously brought out our fruits of research.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）ジャック・デリダの脱構築思想は哲学
や文学のみならず、多くの学問領域に重要な
影響を与えてきた。２００４年に彼が死去し
た後、デリダをめぐる状況は進展している。
講義録の刊行、多様な刊行物、デリダ研究の
新たな動向、国際学会 Derrida Today の開催、
脱構築研究会の発足などである。 
（２）研究代表者はこれまで、デリダの思想
形成の歩みをその初期から綿密に辿り、その
意義と可能性をとりわけフッサール現象学
との関係に注目して解明する研究を進めて
きた。２００８年以降、カリフォルニア大学
アーヴァイン校の図書館に収蔵されている
デリダの遺稿資料の調査を断続的におこな
ってきた。以上の研究活動が目指すのは、デ
リダの脱構築思想の形成過程をその全体に
わたって解明することである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、現代フランスの哲学者ジ

ャック・デリダが「脱構築」の思想を生成さ
せていった過程を解明すべく、米仏にて未公
刊資料の収集・整理をおこない、デリダ思想
の全貌把握に向けた共同研究を国内外の研
究者との連携を通じて展開することである。
本研究によって、デリダ思想における現象学
や存在論、形而上学、時間論、言語論、歴史
論、贈与論、生死論、政治論、動物論といっ
た諸相を明らかにし、さらにはハイデガー、
レヴィナス、フロイト、ニーチェ、ブランシ
ョ、ヘーゲルといった他の思想家との関係を
も解明することができる。カリフォルニア大
学アーヴァイン校とフランスの現代出版資
料研究所（IMEC）でのデリダの未公刊の遺稿、
草稿、書簡などの実地研究を通じて、国内外
のデリダ研究を先導する画期的な成果を目
指す。 
 
３．研究の方法 
（１）亀井・西山・宮﨑の３名編成で年に一
度、カリフォルニア大学アーヴァイン校での
遺稿調査をおこなう。また、亀井・西山は年
に一度、フランス・カーンの現代出版資料研
究所（IMEC）での遺稿調査をおこなう。デリ
ダの思想形成を効果的に調査・研究するため、
時期を初期・中期・後期に区分し、それぞれ
を亀井・宮﨑・西山が責任を負う形で活動を
進めていく。 
（２）研究を円滑に遂行するため、デリダの
思想形成を三つの時期に分け、次の点を明ら
かにする。 
①初期（１９５０～１９７０年代前半）：フ
ッサール研究を出発点として脱構築の思想
が形成されていく時期について、講義原稿の
詳細な調査にもとづいて、ハイデガーやフロ
イトやヘーゲルとの関係などに焦点を当て
ることで、初期デリダの思想形成を明らかに
する。 
②中期（１９７０年代後半～１９８０年

代）：『絵葉書』や『海域』などが書かれ、文
学や精神分析とも関係を結んでいったこの
時期における脱構築思想の変化を描き出す。
またアメリカでの定期的な教育活動を開始
した時期でもあり、脱構築思想のアメリカに
おける受容史において脱構築思想の波及の
動向も解きほぐす。 
③後期（１９９０年代以降）：大きく「責任」
をテーマとした講義が展開され、『法の力』
や『マルクスの亡霊たち』などが書かれ、脱
構築が正義のテーマと結びつく時期を解明
する。 
 以上の三点を明確化し、その成果を総合し
てデリダ思想の歩みを克明に描き出す。 
 
４．研究成果 
（１）２０１４年はジャック・デリダの没後
１０年という節目の年であったため、国内外
で開催されたシンポジウムやワークショッ
プ（ニューヨーク・フォーダム大学でのデリ
ダ・トゥデイ第４回大会や、パリ、上海での
国際会議など）に参加し、日本のデリダ研究
を国内外でネットワーク的に展開した。早稲
田大学での４日間にわたるデリダ没後１０
年シンポジウムでは、アメリカでのデリダ研
究の第一人者であるロドルフ・ガシェ氏を招
聘し、講演会を開催した。また２０１３年に
刊行されたデリダの１９６４―６５年度の
講義原稿『ハイデガー――存在の問いと歴
史』についての報告を合同ワークショップ
「デリダ×ハイデガー×レヴィナス」にてお
こない、日本現象学会にて同資料を主題とす
るワークショップ企画を応募し開催した（亀
井）。また成果の公表としては、岩波書店『思
想』において総特集「１０年後のジャック・
デリダ」が編集され、そこにデリダについて
の論考や共同討議を発表した(宮﨑、西山、
亀井)。同じく『現代思想』のデリダ特集号
「デリダ １０年後の遺産相続」には、上記
『ハイデガー』講義や『獣と主権者Ⅱ』講義
などについて考察を展開した論考を発表し
た(西山、宮﨑、亀井)。さらに研究活動の一
環として、デリダの２００１―２００２年度
の講義原稿である『獣と主権者 1』の翻訳を
おこない、刊行した（西山、亀井）。また、
同講義の内容解説を中心とするワークショ
ップを開催した。同じく『哲学への権利Ｉ』
の翻訳を刊行した（西山）。 
（２）２０１５年度は、前年度のデリダ没後
１０年におけるさまざまな研究活動の成果
をふまえて、引き続きデリダ研究をネットワ
ーク的に展開するために、国内外における学
会やシンポジウムにて成果を発表した。海外
では、１０月に「大学か反-大学か？」（フラ
ンス・パリ）、３月に「日本におけるフレン
チ・セオリー」（フランス・パリ）などに参
加し、デリダに関する発表をおこなった（西
山）。国内では、１０月に関西哲学会シンポ
ジウム「真理論」においてデリダの真理論を
めぐる発表をおこない（亀井）、１２月にワ



ークショップ「ドゥルーズ×デリダ」を開催
し、デリダについての発表およびドゥルーズ
との関係をめぐる討議をおこなった。また、
海外の研究者との連携を進め、６月にはフラ
ンスのデリダ動物論研究の第一人者パトリ
ック・ロレッド氏の講演会を国内４カ所にお
いて開催した（西山、亀井）。その発表の翻
訳は各誌に掲載されている。また、１２月に
は同じくブルガリアにおけるデリダ研究の
第一人者ダリン・テネフ氏の講演会を立命館
大学において開催した（亀井）。また、昨年
に引き続き翻訳や論考の発表も積極的にお
こなった。まず、昨年第 1巻が翻訳刊行され
たデリダの著書『哲学への権利』第 2巻の翻
訳刊行をおこなった（西山、宮﨑）。さらに、
齋藤元紀編『連続講義 現代日本の四つの危
機 哲学からの挑戦』（西山、宮﨑）、『ふら
んす』２０１５年１１月号（特集ジャック・
デリダ）（西山、宮﨑）、首都大学東京紀要『人
文学報』第 511 号（デリダ特集）（西山、亀
井）に論考や翻訳を掲載し、高橋哲哉著『デ
リダ――脱構築と正義』文庫版に解説を寄せ
た（宮﨑）。 
（３）最終年度にあたる２０１６年度は、６
月にロンドンで開催された国際会議 Derrida 
Today に参加し(亀井、西山、宮﨑)、海外の
デリダ研究者との交流を継続し、宮﨑は発表
「Towards Another Aristotelian Tradition 
of Friendship: Derrida and Agamben」をお
こなった。西山は１０月にローマでのデリダ
― レ ヴィナ ス につい て の会議 で 発 表
「Politiques du mensonge chez Derrida et 
Levinas」をおこなった。亀井は９月にカリ
フォルニア大学アーヴァイン校での２週間
のデリダ遺稿調査をおこなった。他方、１１
月にフランスの研究者ジゼル・ベルクマン氏
を招聘し、立命館大学にて講演「近接と対立
――モーリス・ブランショ『明かしえぬ共同
体』の試練にかけられるジャック・デリダと
ジャン=リュック・ナンシー―― 」を開催し
た(亀井、西山)。また今年度は、研究期間の
成果として、論集『終わりなきデリダ』(編
者に西山、執筆者に西山、宮﨑、亀井)を刊
行することができた。亀井は論文「真理と痕
跡――デリダとハイデガーの〈アレーテイ
ア〉」を『アルケー』に掲載した。さらに、
デリダの最終セミネールとなる講義録『獣と
主権者２』を翻訳刊行(西山、亀井)、７月に
は本書をめぐるワークショップ、およびハイ
デガー研究会との共催による動物論につい
てのワークショップも開催した。西山はデリ
ダ『嘘の歴史』、パトリック・ロレッド『ジ
ャック・デリダ――動物性の政治と倫理』も
翻訳刊行した。 
以上の成果によって、遺稿調査や講義録の

翻訳などを基盤としつつ、デリダの脱構築思
想の形成過程の解明に寄与することができ
た。 
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